
 

 

 

 病気の子供たちの医療・看護・教育・福祉に関心を持つ保護者、医療関係者、教育関係者などが交

流し学び合う場として1987年第１回全国病弱教育研究集会を滋賀県で開催しました。同研究集会は隔

年で開催するだけでなく日々の情報交換を求める声が高まり、1992年に全国病弱教育研究会を発足さ

せました。そして，今年度東北地方で初めて大会が行なわれることになりました。 

 病院で入院中の子供たちだけではなく、病気療養しながら地域で生活する子供たちの抱える課題、 

学齢期だけでなく生涯を通しての豊かなQOLの保障について考えます。教育と医療と看護だけでなく、

福祉関係、ＮＰＯ団体、患者会・保護者会や病気療養経験のある先輩、当事者の方々にも参加いただ

きディスカッションできれば幸いです。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

      全国病弱教育研究会  第１０回宮城大会実行委員会 

      顧問     大井 龍司（地方独立行政法人宮城県立こども病院長） 

      実行委員長  川住 隆一（国立大学法人東北大学大学院教育学研究科教授） 

副実行委員長 阿部 一彦（東北福祉大学総合福祉学部教授） 

企画総括   田中総一郎（宮城県拓桃医療療育センター主任医長） 

 〃     伊藤 清市（ふくしマップ宮城代表） 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
内容 
基調講演   堺  武男（宮城県立こども病院副院長） 
セミナー 

１ 特別支援教育の推進に向けて－「特別支援教育コーディネーター」による実践交流－ 
  共同研究者 新井 英靖（国立大学法人茨城大学教育学部障害児教育講座講師） 
   
２ 「みとめ合う一人一人の違い」－病気や障害とともに生きる当事者からの発信－障害理解・

福祉教育について 
共同研究者  東  俊裕（ヒューマンネットワーク熊本代表，弁護士，全国自立生活セン

全国病弱教育研究会 第10回全国大会（宮城）へのおさそい 

日 時 ：平成１８年(2006年) ９月２日(土) ～ ３(日) 

会 場 ：ホテル法華クラブ仙台 

     http://www.hokke.co.jp/0401/ 

     仙台市青葉区本町２丁目11―30 JR仙台駅西口から「徒歩約８分」 

主 催 ：全国病弱教育研究会，全国病弱教育研究会第10回宮城大会実行委員会 

後 援 ：文部科学省，宮城県，宮城県教育委員会，仙台市，仙台市教育委員会 

（予定） 地方独立行政法人宮城県立こども病院  

連絡先 ：〒982-0825 仙台市太白区西の平１－９－３１ 

全国病弱教育研究会第 10 回宮城大会実行委員会事務局 狩野 和哉 

TEL&FAX 022-243-5861 
E-mail kazubow@estate.ocn.ne.jp 



ター協議会副代表） 
 
３ 医療的ケアを必要とする子供とその家族のＱＯＬの向上を目指して 
企画 川住 隆一（国立大学法人東北大学大学院教育学研究科教授・宮城大会実行委員長） 
 田中総一郎（宮城県拓桃医療療育センター主任医長） 
 

４ 入院や通院している乳幼児の保育に関する講演と実践交流 
講師 坂上 和子（『病院で子どもが輝いた日』共著者）     
 
ワークショップ・レポート発表･･･会員の企画による研究発表、実践交流の場を設定します。 

共同研究者 谷川 弘治（西南女学院大学保健福祉学部教授） 
谷口 明子（武蔵野大学人間関係学部専任講師） 
 

日程表 
９月２日（土） 
９：３０ 
１０：００ 
１１：００ 
 
１２：１５ 
１３：３０ 
 
 
 
 
１７：００ 
１８：３０ 
        

受付開始 
開会式・諸連絡 
基調講演 講師 宮城県立こども病院副院長 堺  武男 
演題「未定」、講演終了後質疑応答 
ランチョンセミナー 
セミナー １    
セミナー ２ 
セミナー ３ 
･･･セミナー１～３を並行して開講する予定です。 
 
ワークショップ・レポート発表 
夕食交流会･･･２０：３０終了予定 

 

９月３日（日） 

 ８：３０ 
９：００ 
１０：００ 
１２：００ 

受付開始 
ワークショップ・レポート発表 
セミナー ４ 
閉会式  

＊大会期間中、個別のご相談に対応いたしますので、ご遠慮なくお申し出下さい。 

 
ワークショップ・レポート発表について 

１）ワークショップ・レポートの受付 
ワークショップ、レポート発表、参加者への資料配付を希望される方は、「氏名・学校名 
または所属名と連絡先住所・電話番号・タイトル（あれば副題も）・パソコン・ビデオ・プロ

ジェクター使用の有無」を必ず記入の上、Ａ４で２枚以内の発表要旨（箇条書き可）を添え

ていただき、Ｅ－Ｍａｉｌで、kazubow@estate.ocn.ne.jpへ８月４日までにお届け下さい。
郵送の場合は下記宛にお願いします。 
〒982-0825 仙台市太白区西の平１－９－３１  



研究会事務局 狩野 和哉 宛 
締め切りまでにご連絡いただいたものについては、大会当日配布の冊子に掲載いたします。 
当日のレポート・資料等の持ち込みも大歓迎ですが、できるだけ事前に事務局までご連絡

下さい。 
２）書式・部数等 
持ち込まれる資料には、表紙に｢タイトル｣、「著者名」は最低記入して下さい。ページ数 
は自由です。印刷部数は 100部で、大会当日に持参して受付に提出して下さい。 
発送の場合は大会前日までに会場の「全国病弱教育研究会宛」に郵送して下さい。 
〒980-0014 仙台市青葉区本町２丁目 11―30  ホテル法華クラブ仙台 

 
宿泊について 
 ホテル法華クラブ仙台（シングルルーム、一泊朝食付き ７，８００円）を準備しており 
ます。 

 
夕食交流会について 
  大会 1 日目の夕食は、全国各地からの参加者による交流会です。気軽に話し合える情報交
換の場になればと思っています。予約が必要ですので、事前にお申し込み下さい。 

 
大会参加費 
４，０００円（資料代 ２，５００円・会場費 １，５００円） 

＊２日のみまたは３日のみの参加の場合には、資料代２，５００円を申し受けます。 

学生・患者及び障害者自身 １，０００円 

 
こども病院及び病院内学級の見学について（事前の申し込みが必要です。） 
  大会前日９月１日（金）午後，地方独立行政法人宮城県立こども病院，宮城県立西多賀 
養護学校こども病院分教室の見学を予定しています。 

 
申込方法 
① 「参加申込書」に記入の上８月４日（金）までに、必要事項をご記入の上、ＦＡＸ、電子
メールまたは郵送で下記申込先へお送り下さい。 

 
② 大会当日は、受付で「県名」と「お名前」をお伝え下さい。大会資料をお渡しします。 

お
問
合
せ
先 

お

申

込

先 

株式会社 タイワ・トラベル・サービス 
〒９８０―００１２ 仙台市青葉区錦町２－４―２４ 

 全国病弱教育研究会 第１０回全国大会（宮城大会）係 
【T E L】０２２－２１４－０８０８  

【F A X】０２２－２１５―７１７８ 

【担当】内海（うちみ） 【Ｅｍａｉｌ】 taiwa-ts@triton.ocn.ne.jp 
 
 



    全国病弱教育研究会第１０回宮城大会参加申込書 

申し込み日 平成   年   日（ ）      

◆申込書は、各自 1枚ずつお書き下さい。 
フリガナ 
お名前 

 

住所 〒 
 

TEL 
FAX 
参加希望 
セミナー 

９月２日（土）開催の セミナー １ ・ ２ ・ ３ 
  ３日（日）開催の セミナー ４ 

 

◆宿泊・大会参加・夕食交流会（９/２）・学校見学/該当するものに○をつけて下さい。 
宿   泊 宿泊日（ ９/１・ ９/２ ）タイプ（ シングル ）／ 不要 

 宿 泊 費 シングル ７，８００円 

 大会参加費 2日間４，０００円，1日のみ２，５００円，当事者/学生１，０００円 

夕食交流会 全国交流会５，０００円（ 参加・不参加 ）於：ホテル法華クラブ 

 学校見学        参 加    ・    不参加 

＊ 宿泊ホテルは、大会会場と夕食交流会会場です。（ホテル法華

クラブ仙台） 
 

合計金額 
 
           円 

 

 
 

◆申込書送付先 

株式会社 タイワ・トラベル・サービス 
〒９８０―００１２ 仙台市青葉区錦町２－４―２４ 

 全国病弱教育研究会 第１０回全国大会（宮城大会）係 
【T E L】０２２－２１４－０８０８  

【F A X】０２２－２１５―７１７８ 

【担当】内海（うちみ） 【Ｅｍａｉｌ】 taiwa-ts@triton.ocn.ne.jp 
 
お振込口座のご案内 
口座名義：（株）タイワ・トラベル・サービス 
振込口座：仙台銀行 宮町支店 
     普通預金 ２１０７９５８ 
 
 
 
 
 
 
 


